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1号機S/C水位低下の取組状況
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◼ 1号機の原子炉格納容器（PCV）の耐震性向上策として、段階的に水位の低下を行うことを計画中。

• 水位の低下にあたっては、燃料デブリの冷却状態確認等、安全性を確保しながら、2号機と同じ様なかけ流し
の環境とすることを想定。

• PCV水位は、運転プラントにおける通常水位付近である、圧力抑制室（S/C）の中央付近を目標として設定。

１．１号機原子炉格納容器の水位低下（概要）
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※1 漏洩口の場所や規模については不確かさがあることから、漏洩を利用した水位低下にて目標水位（S/C中央付近）に到達
しない場合には、そこまでの水位低下の過程で得た各パラメータの挙動もふまえ、PCV水位の長期的な管理・扱いについ
て検討する。

◼ 3/26からPCV水位低下を開始。7/29からは、ホールドポイント③→④※2に向けた原子炉注水量低減（約
2.6→2.1m3/h）によるPCV水位低下を開始。8/14頃以降、PCV水位（S/Cに設置した水位計で測定）がベン
ト管下端高さ付近でほぼ横ばいになったことから、さらに段階的に注水量を低下（約2.1→1.8→1.4m3/h)さ
せてきたが、S/C水位の影響はみられなかった。この結果から、PCVの主な漏洩は、D/W側であり、S/Cの漏
洩は在っても微少※3と評価されることから、原子炉注水量低減によるベント管下端以下へのS/C水位低下は難
しいと考える。

◼ 原子炉注水量低減の結果、D/W底部には測定できる水位は無く、堆積物*は、かけ流し（ペデスタル内）また
は、PCV床面に広がった水や湿潤環境（ペデスタル外）で冷却していると推定しているが、注水量が運用上の
最低流量 （約1.4m3/h※4）でもPCV内の全体的な冷却状態に異常がないことを確認している。

以上から、現状の注水量（約1.4m3/h※4）を維持した状態で、今回のPCV（S/C）水位低下の作業を終了する。

◼ PCV水位低下の方法として、PCVの比較的低い高さ（S/C底部付近）に液相漏洩口がある可能性があり、その漏
洩を利用し、原子炉注水量低減により行っていくことを計画※1。

※4 運用上の最低流量 （LCO(0.9m3/h) + 変動幅を考慮した流量）。
なお、LCOの値は、外気温度の変動に伴う注水温度の変化により、0.3m3/h程度（2024年4月~2025年3月）変化する。

※3 0.02m3/h程度（ごくわずかに低下傾向があった8/12~8/30の水位データより評価）

※2 D/W底部高さ（過去に経験していない水位） ベント管下端高さを下回り、D/W底部とS/Cが縁切りされる。

*2024年12月24日修正 修正前：堆積物（燃料デブリ）、修正後：堆積物



２．今後のPCV水位低下に向けた対応方針（１／２）

（1）S/C水位低下
➢ D/W底部には測定できる水位はなく、S/C水位はベント管下端付近(約T.P.4960mm)で維持されている状
況。また、S/C内には放射能濃度の高い汚染水(Cs-137、H-3)がある状況。

➢ S/C内包水の放射能濃度が高いことから、滞留水処理への影響を抑えるため(移送量が制限されるため)、
取水・移送が長期化すると想定。

➢長期間の取水・移送に伴う作業員の被ばく低減のため、水位低下設備の遠隔監視/操作化等が必要となり、
水位低下設備の設置にも期間を要する可能性もあるため、水位低下に先行して、S/Cに淡水を注入すること
で、S/C内包水の一部を建屋地下側へ排水し、 S/C内包水の濃度を低減していくことも検討していく。

PCV水位低下の結果・知見を踏まえ、今後のPCVの管理に関する課題・リスク低減に取り組んでいく。

D/W底部漏えい箇所

S/C上部の水が
D/W側へ移行し
建屋地下へ排水

①S/Cへの淡水注入の概要図

既設CUW配管

現状S/C水位
(約T.P.4960mm)

S/C水位低下目標

②S/C内包水の取水(水位低下)の概要図

リスク低減の対策 対策の想定概要

① S/Cへの淡水注入 S/Cに接続する既設CUW配管から淡水を注入し、S/C内包水の一部を排水。

② S/C水位低下(S/C赤道下まで) S/Cに接続する既設CUW配管を用い、取水ポンプによる水位低下を実施。

淡水注入

既設CUW配管
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２．今後のPCV水位低下に向けた対応方針（２／２）
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（2）燃料デブリ冷却

➢ D/W底部には測定できる水位はなく、堆積物*は、かけ流し（ペデスタル内）または、PCV床面に広
がった水や湿潤環境（ペデスタル外）で冷却されているものと推定しており、今後、PCV(S/C)水位が
下がってもD/W底部の状況は変わらないと想定。

➢ 「原子炉注水停止試験」の実施
• 原子炉注水停止時間を段階的に延長して、注水が停止した場合の影響や空冷でPCV内全体の冷却が可
能なのか、冷却方法の選択肢を増やす余地の有無を確認する。

➢「PCV閉じ込め機能試験(給排気流量変更試験)」 の実施
• 現在、PCV水位が低下したことにより真空破壊ラインの損傷個所が気相露出しており、水位低下前に
実施した「PCV閉じ込め機能試験（給排気流量変更試験）」の時とはPCVの閉じ込めに関する状況が
異なる可能性がある。

• 原子炉注水停止試験ではダスト飛散のリスクがあることから、その前に、PCVへの酸素流入がなく、
かつ均圧状態を維持できるPCV給排気の最適なバランスを見極めるために、「PCV閉じ込め機能試験
（給排気流量変更試験）」を実施する。

*2024年12月24日修正 修正前：堆積物（燃料デブリ）、修正後：堆積物



３．1号機の現状のプラントパラメータとPCVの漏洩箇所（推定含む）

5

真空破壊ライン（中心高さ）約T.P.6494
（漏水が確認されている高さ）

圧力抑制室
（S/C)

D/W

S/C中央部(T.P.2134)
サンドクッションドレン管出口 約T.P.3244
（漏水が確認されている高さ）

D/W底部(T.P.4744)

水素なし
(N2で連続パージ中)

➢ 2024年10月28日時点の1号機の各パラメータとPCV水位低下で得られた（推定含む）を以下に示す。

PCVガス管理設備

RPV底部温度 約26~29℃

PCV温度 約27~34℃

D/W圧力 約0kPa(gage)

PCV水位
（D/W）

D/W底部 水位なしと想定
（T.P.4744)

注水量 約1.4m3/h

酸素濃度 約0%

水素濃度 約0％

ダスト濃度
（本設）

約15cps

PCV水位
（S/C）

約T.P.4960

S/C温度 約25℃

S/C圧力 故障

堆積物:～1.0m程度

：漏水確認箇所

：漏水箇所（推定）
S/C底部

(T.P.-1906)

：堆積物
トーラス室底部
(T.P.-2666)

1号機原子炉建屋
滞留水水位

約T.P.-2200

PCV水位低下前の状態※において、
約0.65m3／hと評価
※ 注水量：約3.8m3／h
（PCV水位：約T.P.6600）

PCVからの漏洩の多くは、D/W側に

ある。
（ホールドポイント③（PCV水位：約
T.P.5200）において、漏洩量は約2.6
ｍ３/h程度と評価）

S/C側（高さは不明）は漏洩があったとして
も微少（0.02m3／h程度）と評価
（過去のPCV水位のトレンドデータを用いた評価にお
いては、比較的低い高さ（S/C底部付近等）に漏洩
箇所があると推定していた）



４．当初計画していたホールドポイント（HP）の位置について
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S/C

D/W

D/W底部床面
(T.P.4744)

：目標水位・HP等

水位低下前の水位 T.P.6600

HP①

HP②
HP③

真空破壊ライン

水位低下ステップ

水位低下前の水位 T.P.6600（S/C底部から約8.5m）

D/W水位
低下

HP① S/C底部から約7.9m（気相露出した真空破壊ライン損傷部がD/Wと連通）

HP② S/C底部から約7.4m（ペデスタル外堆積物高さ＞PCV水位）（D/W底部から＋70cm）

HP③ S/C底部から約7.1m（ベント管下端高さ（ペデスタル内堆積物高さ＞PCV水位））
（D/W底部から＋42cm）

S/C水位
低下

HP④ S/C底部から約6.7m（D/W底部の高さ）

HP⑤ S/C底部から約6.2m

HP⑥ S/C底部から約5.7m

HP⑦ S/C底部から約5.2m

HP⑧ S/C底部から約4.7m

目標水位（S/C中央部） T.P.2134（S/C底部から約4.0m）

目標水位 S/C中央部
T.P.2134

HP④
HP⑤

HP⑥
HP⑦

➢ 水位低下前の水位～S/C中央部までの間に、以下８つのHPを設け、慎重に水位を低下させる。
（HP②までは過去に経験済みの水位）

約

刻
み
で
水
位
低
下
す
る

50cm

HP⑧

←現状のステップ



５．パラメータの推移（PCV水位と注水量：長期）
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✓ PCV水位低下開始以降のPCV水位と注水量の実績を以下に示す。

注水量[m3/h]PCV水位[T.P.mm]

HP④（S/C底部から約6.7m、D/W底部床面高さ（T.P.4744））



６．パラメータの推移（PCV水位と注水量：短期）
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PCV水位[T.P.mm] 注水量[m3/h]

水位維持期間
（HP③）

水位低下期間（HP④）

HP④（S/C底部から約6.7m、D/W底部床面高さ（T.P.4744））

約T.P.4960mm

約216mm

8/12~8/30の水位低下量は、
0.02m3/h程度と評価

今後の注水量調整のため、D/W底部
からベント管下端までの水位上昇に
必要な時間の確認のため、一時的な
注水量増加（1.8→3.0m3/h)を実施。

✓ 7/29より注水量を低減し、HP④に向けた水位低下を開始。

✓ 8/8頃より水位低下が緩やかになり始め、8/14頃以降水位がほぼ横ばいになった（約T.P.4970mm）。

✓ 8/22に原子炉注水流量の調整（約2.1→1.8m3/h)を行ったが、PCV水位の影響はみられなかった。

✓ 8/30にD/W底部からベント管下端まで、一旦水位を上昇(注水量増加)させ、その後、水位低下(注水量低減)を実施。
原子炉注水量の調整 8/30（約1.8→3.0m3/h）に増加、8/31（約3.0→1.8m3/h)、9/10（約1.8→1.4m3/h）
に段階的に注水量を減少。



７．HP④に向けた水位低下で想定される漏洩の状況と実績
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◼ HP④に向けた水位低下では、D/W水位をベント管下端より下げ、その際のS/C水位低下速度の変化に着目
することで、D/WおよびS/Cからの漏洩状況を考察する。

◼ 今回の挙動からPCVからの漏洩の多くは、D/W側にあり、S/C側は漏洩があるとしてもごく微少と想定さ
れることから、「ケース1」に近い状況にあると考える。

ケース ケース1 ケース2 ケース3

水位低下の変化 水位低下が止まる 水位低下速度が遅くなる～速くなる 水位低下速度が速くなる

想定される漏洩
状況

• D/W側から全て漏洩
• S/C側の漏洩なし

• D/W側から漏洩大
• S/C側から漏洩小

• D/W側から漏洩小
• S/C側から漏洩大

イメージ図

備考 •注水した水は全量D/W側から漏洩
• D/WからS/Cへのオーバーフロー無し
• S/C側の漏洩がないことにより、注水
流量低減によるS/C水位低下の継続不
可

•注水した水は全量D/W側から漏洩
• D/WからS/Cへのオーバーフロー無し
• S/C側の漏洩量が少ないことで、水位
低下速度が遅くなる

•原理的に注水流量低減によるS/C水位
低下の継続は可能だが、水位低下速度
が遅く、期間を要する。また、S/C水
位低下のコントロールが困難

•注水した水の一部はD/WからS/Cに
オーバーフローする

•水位がベント管下端高さを下回った
際には、D/W側にある水位を低下
させる必要がなくなることで、
水位低下速度が増加する※1

•注水流量低減によるS/C水位低下の継
続が可能

※1 水位低下速度の増加割合＝[D/W水面積]＋[ベント管水面積]+[S/C水面積]／ [ベント管水面積]+[S/C水面積]

D/W

S/C

水位計

S/C側
漏洩なし

注水

漏洩の全てが
D/W側

HP③

HP④

D/W

S/C

水位計注水

漏洩大

漏洩小

D/W

S/C

水位計注水

漏洩小

漏洩大

オーバーフロー

堆積物の存在により不確かさが大きい。堆積物の占める割合が大きいほどD/W水面積は小さくなり、水位低下速度の変化が小さくなるため、判別が困難となる可能性がある



８．パラメータの推移（PCV水位と注水量）
（8/30～8/31の注水量増加時）
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✓ 今回のPCV水位の挙動からPCVからの漏洩の多くは、D/W側にあり、S/C側は漏洩があるとしてもごく微少と想定され
ることから、D/W底部の水位はほぼなく、堆積物*は、かけ流し（ペデスタル内）または、PCV床面に広がった水や湿
潤環境（ペデスタル外）で冷却されているものと推定。

✓ 今後のPCV水位調整における状況確認として、8/30～8/31の間、原子炉注水量の増加
（約1.8→3.0m3/h）を行い、D/W底部からベント管下端までの蓄水に必要な時間を確認。

✓ ホールドポイント③では、約2.6m3/hで水位が安定していたこと、D/W底部の容積（D/W床面からベント管下端部ま
で）は約30m3（堆積物未考慮）であることから、D/W底部の水位は、3.0m3/hの注水であれば3～4日程度でベント管
下端部まで到達すると評価されるが、実績としては、10時間程度（4m3程度）でS/C水位の上昇がみられた。

✓ この理由として、内部調査の結果から、D/W底部の大部分が堆積物で覆われている可能性のほか、ベント管下端部高さ
付近に漏洩口がある等が考えられるが、特定は難しい。

ベント管下端部高さ

D/W床面高さ

D/W

S/C

水位計

8/30 10:11
炉注水流量増加

8/31 11:27
炉注水流量減少

19:00～20:00
にS/C水位が上昇

PCV水位[T.P.mm] 注水量[m3/h]

*2024年12月24日修正 修正前：堆積物（燃料デブリ）、修正後：堆積物



（参考1-1）1号機原子炉格納容器内部調査における堆積物の状況
（D/W底部からベント管下端までの蓄水時間に関する参考情報 1/２）
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✓過去のペデスタル内部の調査の結果を以下に示す。
✓床面全域にわたり、堆積物があるが、大きな起伏はなく比較的平坦であり、堆積物の最高部は開口部
周辺の1m程度の堆積物の山で、内部の平均的な高さは約60㎝程度と推定。

✓よって、ペデスタル内は、ベント管下端高さまで、堆積物で覆われている状況である。

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会（第3９回）
資料１
1号機 原子炉格納容器内部調査の状況に
ついて（2023年9月12日）抜粋

内部調査の結果から、
ペデスタル内の平均高さは
60cm程度と推定



（参考1-2）1号機原子炉格納容器内部調査における堆積物の状況
（D/W底部からベント管下端までの蓄水時間に関する参考情報 2/２）
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✓2022年のPCV内部調査におけるペデスタル外の堆積物の調査結果を以下に示す。
✓調査できていない箇所があるが、ペデスタル開口部から概ね160°程度までは、0.2ｍ以上の堆積物
があることが確認できている。

✓よって、ペデスタル外は、ベント管下端高さまでは概ね全域が堆積物で覆われている可能性がある。

東京電力福島第一原子力発電所に
おける事故の分析に係る検討会
（第33回）資料1-1

福島第一原子力発電所1号機の
格納容器内部調査から得られた情報
（前半調査とりまとめ）
（2022年12月5日）
抜粋



✓ 水素／酸素濃度の値に有意な変化なし。

✓ 真空破壊ラインベローズ露出以降、D/W圧力は0kPa付近にあり、酸素濃度の上昇が無いことから、現状
D/Wへの大気の流入無しと推定。

９．パラメータの推移（D/W圧力と水素／酸素濃度）
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D/W圧力[kPa(gage)] 水素／酸素濃度[％]

真空破壊ラインベローズ露出
によるD/W圧力低下



１０．パラメータの推移（RPV底部温度と注水温度）
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✓ 全体的にはグラフに示す期間を通じて、緩やかに上昇しているが、9月下旬よりわずかに低下傾向を示
している。

✓ 堆積物の露出が進んだ影響ではなく、長期的なトレンドから、外気温の上昇に伴う注水温度の変動が
原因と推定。

温度[℃]

※温度計の計測位置についてはP.24参照



１１．パラメータの推移（PCV温度と注水温度）
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✓ 全体的にはグラフに示す期間を通じて、緩やかに上昇しているが、9月下旬よりわずかに低下傾向
を示している。

✓ 堆積物の露出が進んだ影響ではなく、長期的なトレンドから、外気温の上昇に伴う注水温度の変動
が原因と推定。

温度[℃]

※温度計の計測位置についてはP.25参照

TE-261-13A

TE-1625H



１２．パラメータの推移（RPV底部／PCV温度と注水温度）長期

16

✓ 2019年10月以降のRPV底部とPCVの温度データを示す。

✓ 基本的には、注水温度と同程度で上昇、下降を示しており、いずれの年も概ね9月中旬頃をピー
クに温度が低下する傾向がみられている。

✓ PCV水位低下後もこの傾向に大きな影響はなく、注水温度に対するRPV底部／PCV温度の差は
大きな変化がないことから、長期的な温度の傾向からも、PCV水位低下による全体的な冷却状
態への影響は、見られていないものと考える。

RPV底部温度 PCV温度

大気圧の上昇（天候回復）にあわせて温度計
の指示値が変化している可能性ある温度計

（詳細は,P16参照）

温度[℃] 温度[℃]



１３．パラメータの推移（PCV温度と注水温度と大気圧：長期）

17

✓ 当該温度計の指示値の変化は、D/Wと真空破壊ライン損傷部が連通（D/W圧力低下）して以降観測され
始めており、直接的な原因の特定に至っていないが、大気圧変化と関係している可能性を確認。

✓ 指示値の変化が実際の温度変化を表しているか含め、指示値変化の要因について検討中。

4/10~ D/W圧力約0kPa温度[℃] 大気圧[hPa]

※温度計の計測位置についてはP.25参照

大気圧の上昇（天候回復）にあわせて
温度計の指示値が変化している可能性あり



１４．パラメータの推移（PCVガス管理設備ダストモニタ濃度）

18

✓ 有意な値の変動なし。

ダスト濃度[cps]

ダストサンプリング作業に伴う変動

電源の停止
による欠測



１５．パラメータの推移
（PCVガス管理設備フィルタ前仮設ダストモニタ濃度：長期）

19

放射性物質濃度[Bq/cm3]

✓ 8/30～8/31に濃度の上昇がみられた。
過去の実績（5/25前後）と比較して同程度であるが、詳細確認を実施（次項）。

原子炉注水量増加（8/30～8/31）
との関連性に確認を実施

7/8~7/9にかけて高い指示値を記録している。
水位の安定期間であったこと、その他の監視パラメータに
異常がみられないことから、機器異常と考えられる。
なお、機器交換した後、測定値はもとの水準に戻っている。



１６．パラメータの推移
（PCVガス管理設備フィルタ前仮設ダストモニタ濃度：原子炉注水量増加時（8/30～8/31））

20

✓ 原子炉注水量増加は、CS系からの追加注水（約1.2m3/h）を実施。原子炉注水量増加直後よりダスト濃度の上昇がみ
られ、1~2時間程度で上昇後、緩やかに低下している。

✓ D/W底部からベント管下端までは、注水増加後9~10時間程度で満水（S/C水位の上昇により判断）になっているが、
その間のダスト濃度の継続した上昇は見られない。

✓ よって、CS系注水開始初期に注水の流れの変化により、一時的にダスト濃度が上昇したものと推定。

D/W底部からベント管下端
までの満水時間（9～10時間）

ｚ
D/W底部の水位の上昇に応じて、
ダスト濃度が増加している状況ではないことから、
CS系からの注水初期のみのダスト上昇と考えら
える。

S/C水位B

S/C水位A

温度の影響は見られない

温度の影響は見られない

8/30 10:11
原子炉炉注水流量増加

CS系注水量

FDW系注水量

総注水量

PCVガス管理設備フィルタ前仮設ダストモニタ濃度と
原子炉注水量

PCVガス管理設備フィルタ前仮設ダストモニタ濃度と
PCV（S/C）水位

PCVガス管理設備フィルタ前仮設ダストモニタ濃度と
PCV温度

PCVガス管理設備フィルタ前仮設ダストモニタ濃度と
RPV底部温度

放射性物質濃度
[Bq/cm3]

放射性物質濃度
[Bq/cm3]

放射性物質濃度
[Bq/cm3]

注水量
[m3/h] 

PCV水位
[T.P.mm]

放射性物質濃度
[Bq/cm3]

温度[℃]

温度[℃]



１7．パラメータの推移
（原子炉建屋内ダストモニタ濃度 長期）

21

✓ PCV水位低下開始（3/26）以降の推移を示す。9月上旬から下旬の指示値は、中間地下階南東および1
階南東共に、その他の期間と比較して若干高い状況がみられた。

✓ 8月中旬以降のPCV水位は約T.P.4970mm付近で変化なく、PCVガス管理設備フィルタ前仮設ダストモ
ニタ濃度等の上昇は見られないことから、その他の要因について確認を実施した結果、滞留水移送に関
連しているダスト濃度が上昇していることを確認※している。

✓ 1号機周辺の構内連続ダストモニタには、有意な変動は見られていない。

※ 原子炉建屋内ダストモニタ濃度上昇の理由（推定）について
✓ 1号機の滞留水移送設備は、通常、循環運転時を行っており、滞留水水位が高くなった場合に、弁の切り替えによりPMBへ移送を
行っているが、循環運転時にダスト濃度が上昇し、PMBへの移送時に低下する傾向がみられている。

✓ 9月上旬の滞留水移送ポンプの切り替え後、ポンプの性能差により、PMBへの移送時間が短くなり、循環運転時間が長くなってい
ることから、全体としてダスト濃度のレベルが上昇しているものと推定。

✓ なお、9月下旬にポンプの切り替えを実施した結果、ダスト濃度は元のレベルに低下していることを確認している。

放射性物質濃度
[Bq/cm3]

放射性物質濃度
[Bq/cm3]

中間地下階 南東 1階 南東

7/5-6,10-11,14-17にβの指示値上昇を確認。
7/20に機器交換すると元の値の水準に戻ったこと、原子炉建屋1階でダストが
舞い上がる可能性のある作業を実施していないことから、機器異常と考えられる。



１8．パラメータの推移（建屋滞留水のCs-137/ H-3濃度）

22

✓ 建屋滞留水処理設備への影響を確認するため、1号機原子炉建屋滞留水の分析を実施。

✓ Cs-137、H-3濃度の変化はおよそこれまでの変動範囲内にある。Cs-137濃度は至近ではやや上昇傾向にあるが、過
去の変動の範囲内である。

✓ 原子炉注水量を約1.4m3/hにして以降、濃度は安定していることから、水処理への影響はない。今後は日常の中で、
確認を行っていく。

濃度[Bq/L]

A B C D E F

A:水位低下期間（HP①）
B:水位維持期間（HP①）
C:水位低下期間（HP②）
D:水位維持期間（HP②）
E:水位低下期間（HP③）
F:水位維持期間（HP③）
G:水位低下期間（HP④）

G



１９．パラメータの推移（Cs-137/ H-3濃度 長期）

23

✓ 2019年以降の建屋滞留水のCs-137、H-3濃度を示す。

✓ Cs-137濃度は、概ね１０E+7オーダーで推移しており、今回の変動は、この範囲内にある。

濃度[Bq/L]



２０．原子炉注水量低減によるPCV水位低下の実績工程

24

✓ 原子炉注水量低減によるPCV水位低下開始以降の実績工程を以下に示す。

2024年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

1号機
PCV水位
低下

水位低下（初期水位～HP①）

水位維持（HP①）

水位低下（HP①～HP②）

3/26～

4/11

5/13

水位低下（HP②～③）
5/25

6/13
水位維持（HP③）

水位低下（HP③～④）

水位維持（HP②）

6/29

7/29
8/8頃より水位低下が緩やかになり始め、横ばいになった。
そのため、段階的に注水量を低下（約2.1→1.8→1.4m3/h)
させてきたが、PCV水位の影響はみられなかったことから、
原子炉注水量低減によるベント管下端以下へのS/C水位低下
は難しいと判断した。
よって、現状の原子炉注水量：約1.4m3/hで終了する。

11/1
終了



（参考2）１号機 温度計の計測位置

25

⚫ 既設温度計

⚫ 新設温度計

⚫ 監視・評価対象外

◼ RPV底部温度計

サービス名称 Tag No. No.

VESSEL DOWN 
COMER

TE-263-69G2 24

TE-263-69G3 25

原子炉 SKIRT 
JOINT 上部

TE-263-69H1 26

TE-263-69H3 28

VESSEL BOTTOM 
HEAD

TE-263-69L1 32

TE-263-69L2 33

◼ PCV温度計

サービス名称 Tag No. No.

安全弁ー4A~C TE-261-13A~C 43~45

RV-203-3A~D
(ブローダウンバルブ)

TE-261-14A~D 46~49

HVH-12A~E 
SUPPLY AIR

TE-1625F~H、J、K 55~59

HVH-12A~E 
RETURN AIR

TE-1625A~E 60~64

PCV温度 TE-1625T1~7 a～g



（参考3）2023年11月の閉じ込め機能強化試験時の温度挙動

26

2023年11月30日 廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合 第120回事務局会議
「福島第一原子力発電所１号機 PCV閉じ込め機能強化に向けた試験の結果（速報）について」より抜粋

TE-261-13A

TE-1625H
STEP1 STEP2 STEP3STEP

窒素封入量
（Nm3/ｈ）

排気量
（Nm3/ｈ）

通常時 約32 約18

STEP1 約25 約23

STEP2 約24 約17

STEP3 0 約18



3号機S/C水位低下の取組状況
（3号機S/C内滞留ガスパージ作業の状況）

27



◼ 3号機については、RHR配管内に滞留した水素ガスを確認（2021年12月）。このため、水素ガス滞留の可
能性がある箇所の調査を進め、2023年11月にS/C内ガスのサンプリングを実施し、水素ガスの滞留を確認
。PCV水位低下する前にS/C内の滞留ガス(水素)についてパージ作業を実施する計画。
（補足）1号機は現在S/C内に窒素封入を実施しており、2号機は過去のS/C内への窒素封入により、PCVガス管理設備水素濃度0%を確認している。

◼ S/C内に滞留するガスの推定総量は約1600Nm3であり、D/WとS/Cの水位差を利用してガスをD/W内に送
気し、ガスはD/W内で拡散してからPCVガス管理設備を介して屋外へ放出する。S/CとD/Wとの接続は、
既設の不活性ガス系(AC系)計装ラック(S/C頂部に接続)、PCV漏えい試験計器盤(D/Wに接続)、ガスパー
ジ設備(仮設)を用いている。

◼ 2023年12月よりガスパージを開始しており、ガスパージの期間短縮のため、これまでにD/W水素濃度管
理値の変更やPCV窒素封入量・PCVガス管理設備排気流量の増加を実施している 。今後、パージ作業の最
終段階において、パージ作業で用いているAC系配管(S/C頂部に接続)が、S/C内に約30cm突出しているこ
とにより、S/C頂部にガス(約90Nm3と試算)が残留するため、残留するガスのパージ方法を検討中。

１．3号機S/C内滞留ガスパージ作業の実施状況（その１）

28ガスパージ作業に用いる設備配置概要

原子炉建屋 1階

X-205

X-45

AC系配管

D/W

S/C

PCVガス管理設備

フィルタ ファン モニタ

(放出)

仮設範囲

水頭により
ガスを送気

：AC系計装ラック(既設)
：PCV漏えい試験用計器盤(既設)
：ガスパージ設備(仮設)

S/C内
滞留ガス

（1600Nm3)

AC系配管
（S/C頂部）

（参考）5号機AC系配管のS/C突き出し状況



◼ S/C滞留ガスの推定総量(約1600Nm3)のうち2024年11月末時点で約627Nm3のパージが完了し、現行
パージ量(約30Nm3/週)を継続すると、2025年度上期中に(頂部残留ガスを除き)パージ完了の見込み。

◼ 至近の課題として、単位時間あたりのパージ流量低下を確認しており、原因はS/C気相圧(≒D/W水位と
S/C水位の差)の減少と推定。対策としてダイヤフラム式ポンプ(金属接触による火花が生じない仕様)を
用いたパージ設備による流量増加を計画しており、D/W水素濃度管理値の見直しと併せてパージ期間の
短縮を図っていく。

◼ PCV(S/C)水位低下は、S/C滞留ガスのパージ完了後に実施する予定であるため、2025年度下期以降にな
ると考えているが、S/C頂部に残留するガスの対応方法も検討中であり、今後もPCV水位低下時期の検討
を継続していく。

１．3号機S/C内滞留ガスパージ作業の実施状況（その２）

29
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S/C気相圧力とパージ流量

1週間当たりのパージ量と残りのパージ期間について
※ 約627Nm3（2024年11月末時点）のパージが完了していることを反映
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累積パージ量と１週間当たりのパージ量の推移
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(参考１）S/Cガスパージ期間の短縮に向けた対策の実施状況

◼ S/Cガスパージ期間短縮を目的として、以下の対策①②を実施。(対策①は完了し、対策②を実施中。）

①PCVへの窒素封入量および排気量（PCVガス管理設備排気量）の増加
②D/W水素濃度の管理値（および警報設定値）の変更

◼ 対策①の実施状況
2024年6月に窒素封入装置およびPCVガス管理設備の系統弁操作により、 PCVへの窒素封入量および
排気量が以下の通り増加したことを確認。

◼ 対策②の実施状況
PCVガス管理設備の水素モニタの警報値を0.6%から0.8％に変更した上で、2024年10月から水素濃度
管理値を0.4％から0.7％まで変更中（現在の管理値は0.6％）。パージ量の増加によるPCVパラメータ(
放射性ダスト・希ガス(Kr-85,Xe-135)等)に有意な変動がないこと(検出下限値以下)を確認している。

変更前 変更後

窒素封入量 19Nm3/h 22Nm3/h

PCVガス管理設備排気量 22Nm3/h 25Nm3/h

対策① 対策②

※

※PCV内の酸素濃度低減
のためPCVへの窒素封入量
とガス排気を調整

パージ量の増加
対策②前:約10～20Nm3/週
対策②後:約20～30Nm3/週

30



(参考２) 3号機 過去の経験水位とPCV水位低下の計画

31

PCV床面TP.4,044

原子炉格納容器（PCV)

温度計

水位計

水素滞留あり
(水位低下前にパージ予定)

T1（8264)
T2（9264)

T5（10964)

温度計

T3（10064)

T4（10714)

現在の水位（L１+300付近）
過去経験した最低水位（L1）

S/C中心TP.464

◼ 過去経験した最低水位は、水位計の下端のL1（PCV床面から4.2ｍ程度）付近。
◼ S/C（またはPCV底部）に漏えいがあると想定されるが、注水量とPCV水位の実績からは、漏えい高さの推
定※が出来ていない。

◼ 注水量の段階的な低減によるPCV水位の低下後、必要に応じて、取水設備の設置による水位低下を行う。
※特定原子力施設監視・評価検討会（第１０５回）資料６－３ １／3号機原子炉格納容器の漏えい箇所の推定 （追加の検討結果）

PCV内部調査において、
ペデスタルPCV内の堆積
物の存在は確認している
が、堆積物高さは未確認

L4（10714）

L2（9264）
L1（8264）

L3（10064）

過去のカメラ調査で漏えいが確認された箇所
MSIV（D）伸縮接手部下端 TP.9700

過去の水位低下時の
トリチウム濃度の変化
から、S/C（又はPCV
底部）に漏えいがある
と想定されるが、注水
量とPCV水位の実績
からは、漏えい高さの
推定が出来なかった。

特定原子力施設監視・評価検討会（第１１０回）の資料抜粋



（参考３）３号機PCV水位監視計器の設置について

32

既設RHR

計装ライン

3号機PCV水位計と高さの関係

D/W

S/C

測定範囲 凡例

新PCV水位計：

PCV常設水位計：

S/C圧力計：

◼ 3号機RHRポンプ吐出圧力計装ラインにバブラ式水位計を設置。

✓ 概要：RHRポンプ圧力計装ラインをバブラ管と見立てて、バブラ式水位計を構築。

✓ 計測範囲：X-53ペネトレーション高さ近傍からS/C中部まで(TP. 10,714~-1,496)。



（参考4） S/C内滞留ガスの水素・酸素濃度
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◼ S/C内滞留ガスの水素・酸素濃度の推移を以下に示す。水素濃度の微減傾向を確認。

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

2023/11 2024/1 2024/3 2024/5 2024/7 2024/9 2024/11

S
/C
水
素
・
酸
素
濃
度
（

v
o
l%
）
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